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◎ 民法改正スケジュール

民法の改正で相続の一部が変わります

改正項目 できるようになること

1月13日 自筆証書遺言の要件の緩和
遺言書のうち、財産目録の部分については、署名押印を
行えばパソコン等で作成できるようになります。

配偶者保護のための方策

一定の条件を満たした夫婦が一方に居住用不動産など
を贈与した場合、その後開始した相続で各相続人の相続
分を決める際にその居住用不動産の贈与は遺産の先渡
しとは考えないこととなります。

預貯金債権の仮払い制度の創設
遺産の分割が終了する前でも、一定の金額を限度とし
て、各相続人が亡くなられた方の預貯金を単独で引き出
せるようになります。

遺言執行者の権限の明確化
遺言執行者の権限や責務、法的地位を明らかにし、相続
人に通知すべき内容が明文化されます。

遺留分に関する改正
遺留分の請求については、金銭の支払いでの請求が原
則となります。

共同相続における権利の継承の
対抗要件

法定相続分を越えて財産を取得した方に関しては、登記
や名義の変更をしなければ第三者に法的に対抗ができ
ないこととされます。

特別の貢献の評価
相続人以外の亡くなられた方の親族（長男の妻など）が
亡くなられた方に対し介護等を行っていた場合、一定の
要件の下、相続人に金銭請求できるようになります。

配偶者短期居住権の創設
遺産の中に、相続開始時に亡くなられた方の配偶者が居
住していた建物がある場合には分割が終了するまでの
間は、配偶者は無償で住み続けられるようになります。

配偶者居住権の創設
配偶者が「配偶者居住権」という権利を遺産分割等で取
得する事により、自宅の建物自体を相続せずに自宅に居
住し続けられるようになります。

7月10日 自筆遺言書の保管制度の新設
遺言者の住所地等が管轄の法務局に遺言書の保管を申
請できるようになります。
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※この他にも改正点はありますが、重要と思われる部分のみ掲載させていただいております。

約40年ぶりとなる民法（相続法）の改正が昨年7月に行われ、ちょうど1年後となる、本年7月より一部を除き
改正が適用されることとなります。（大まかな改正内容とスケジュールは右下を参照下さい。）
そこで今回は、特に重要と思われる遺言書についての緩和、配偶者居住権の創設、預貯金債権の仮払制
度、対抗要件の必要性の４つのポイントに焦点を当てて簡単にですが説明をさせていただきたいと思います
。

①遺言書が作りやすくなります

②配偶者居住権が新設されます

③預貯金を引き出せるようになります

④相続登記はお早めに

今までは自筆で遺言書を作成する場合、全ての内容を自筆し、自身で保管しなければなりませんでした。

しかし、改正後は財産目録等の一部の部分に関してはパソコン等で作成をすることが認められるようになり、
作成した遺言書は法務局で預かってもらえるようになります。

※詳しい内容・ご相談につきましては各担当者までご連絡いただければと思います。
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遺言者
写しの請求・閲覧

相続人

他の相続人

相続人の1人が写しを
請求すると通知が届く

今までは配偶者が建物を取得しなければ法律的には取得した相続人に拒否をされれば、その建物に住み続
けることができないリスクがありました。そこで今回の改正で『配偶者短期居住権』と『配偶者居住権』という2つ
の権利を新設することにより配偶者が建物を取得しなくても、その権利を取得すればその建物に住み続けるこ
とができるようになります。なおそれぞれの権利の内容は下表の通りになります。

配偶者短期居住権 配偶者居住権

発生の条件 相続開始の日に『無償』でその建物に居住していること 遺言書・死因贈与・分割等により取得すること

権利の期間 その建物等の分割が終了するまで（最長6ヶ月）
※ 一定の場合にはこの限りではない

遺言書･分割協議書等で定めた期間、または終身

相続税評価 評価額はない（　0　） 一定の算式により計算する

相続が開始した後、今までは、分割が終了するまでは各相続人が遺産である預貯金等を単独で自由に引き
出すことはできませんでした。しかし、お金が引き出せない事で相続人が受ける生活上の不利益を一部解消す
るために、今回の改正により150万を上限として各相続人が単独で預貯金を引き出すことが可能となります。

土地や建物等の不動産等を相続等によって法定相続分を越えて取得した場合、今までであれば、相続人が
登記を行っていなかったとしても、過去の判例に基づき、第三者よりも優先的に所有権を主張できるケースが
多く存在しました。しかし、今回の改正により、遺産について、第三者と所有権等で揉めた際に、相続登記・名
義変更等を行っていない場合にはそれらの財産の所有権等を主張し対抗することができないこととなります。
そのため、不動産に限らず、相続により取得した財産は、速やかに相続登記・名義変更をきちんと行い、法的
にも自身の物であると主張できるようにしなければならなくなります。

※状況により異なることもございますので、詳しい内容は各担当にお聞き下さいますよう宜しくお願い致します。
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